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写真13 都築弥厚茶室 写真14 都築弥厚の伝記をもつ南吉
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6．弥厚の茶室
都築弥厚茶室の建立時期は詳らかでないが，弥厚の自
邸内に龍渓との好みで建てられたとされる。茶室は，弥
厚家の借財整理がほぼできた天保9年（1838）以降に，
東端村の大橋新五郎が譲り受け，弥厚の旧自邸から大橋
自身の檀那寺である西蓮寺へ移築された。茶室は東に面
して建ち，大屋根が桟瓦葺きの切妻で，庇を割竹押えの
杉皮葺きにしている。内部は二畳台目・四畳半台目・四
畳の3室が並び，西側の廊下で全室がつながる。
二畳台目が茶席で，二畳の客座と台目の点前座（てま
えざ）に分かれ，躙口（にじりぐち）ではなく貴人口
（きにんぐち）より出入りする。二畳は天井を一面の棹
縁天井とし，貴人口の矩折（かねおり）となる南面に下
地窓を設けて片引き明り障子が入り，貴人口に対して床
を設ける。床は広さ約800×約1，425㎜の下座床（げざど
こ）で，床柱を赤松とし，丸太の框を用いて畳を敷き鏡
天井になっている。墨蹟窓（ぼくせきまど）を設けず，
前記の比較的大きな下地窓で光を取り入れる。点前座は
向切炉で風炉先窓をあけ，勝手付に一重の吊棚があり，
蒲（がま）の落天井（おちてんじょう）を竹3本で押え
る。客座境は程よく曲った桜の中柱が建ち，壁留（かべ
どめ）兼用の落天井の杉丸太の回縁が通り，中柱には下
方を開放とする竹の壁留が付く。この壁留は客座の北東
隅まで及び，隅の壁が塗り回される。点前座へは床の側
壁を隔てて水屋があり，その水屋から方立の建つ茶道口
（ちゃどうぐち）で出入りする。給仕口（きゅうじぐ
ち）は水屋があるため設けることができず，茶道口と兼
用になる。
水屋は畳敷きに竹3本が通る網代（あじろ）天井で，
水屋棚上部には襖が入る天袋がある。棚は外（西）側に
嵌め込み式の明り障子（けんどん式）を取り外しするた
め，障子から離して天袋からの吊竹によって吊られてい
る。また床の背面西側には雨戸を仮置きすることができ
る。
茶席の隣の四畳半台目の座敷は，四畳半切の炉があり
二畳台目とは壁で区切られるが，水屋とは茶道口が設け
られる。この座敷は寄付（よりつき）の役目もある。壁
面は茶道口の矩折となる廊下側（西面）には中央に柱が
建ち，明り障子戸と円窓の明り障子が並び，続く茶道口
に対する北側の面も中央に柱が建ち両方とも襖が入る。
東側の面も中央に柱が立ち，奥行寸法が約500㎜の浅い
床があり，床脇の台目部分の畳敷きから外部へ出られ
る。天井は棹縁天井である。
茶席と座敷の庭は柵や春日灯篭で区切られ，座敷から
茶席へは飛石を伝って向う。茶席の外壁には，客座と点
前座が同一面ではなく風炉先窓のある壁が奥になってい
て，上部に二重の刀掛が設けられている。塵穴（ちりあ
な）は円形で，座敷南東隅柱の傍にある。
三室目の四畳は座敷との間仕切が襖で，廊下側に明り
障子戸がたつ。北面が襖で仕切られた棚のある物入で，
庭側は明り障子窓である。天井は庭よりに一畳弱の位置
で壁留めを渡して区切り棹縁天井とし，三畳強分を棹縁
と竹を交互に配している。なお南吉が当茶室を訪れた事
実は文献上からは確認されていない。しかし彼が『弥厚
翁』を読んでいるので，同書中に掲載されている弥厚の
茶室が安城の地に残されていることを知っていた。
龍渓の作である茶室は『明治村史』には都築家一統の
家に建つとされ，遠江や三河地方にも茶室が現存する可
能性はある。都築弥厚茶室や弟也斎の他に，龍渓が関
わったと伝わる茶室を調べ比較することができれば，龍
渓の作風を示すことが今後できると考えられる。
Ⅷ．む す び
これまで紙面を費やして童話作家・新美南吉ゆかりの
建築物を愛知県半田市ならびに同県安城市内に訪ねてき
た。詳細に記述したとおり，半田市と安城市において歴
史的建築物の保存活用とまちづくりが継続されている。
図8 都築弥厚茶室現状平面図
北方圏学術情報センター年報 Vol.9
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それは南吉が日本中の国語教科書に掲載されている「ご
んぎつね」の作者であり，愛知県の出身であるばかりで
なく，教員としてもその足跡を残していることにちなん
でいる。わたくしどもは今後とも当該地域への関心を失
うことなく，郷土の先人を種子とする文化行政および地
域振興を見詰めていきたい。
本稿をまとめるに際して実に多くの方々から適切なる
御教示とお力添えを賜った。新美南吉記念館の遠山光嗣
学芸員はじめ同記念館各位，公益財団法人かみや美術館
の神谷弘子様，養家の東隣に位置する青木康男様，半田
市教育委員会の皆々様，中部大学名誉教授富山博先生，
旧カブトビール調査チームの小野雅信・水野由美・坂上
陽子・竹内尊司・近藤正弘・故山本貴志夫各氏，愛知県
立半田高等学校の谷川勝彦教頭先生（当時），全愛知県
赤煉瓦工業協同組合岡田敏夫理事長（当時），安城市の
大見博昭様ご夫妻，近隣の方々，JR安城駅周辺の皆
様，安城市企画部企画政策課プロジェクト推進係の沓名
宏紀氏，堀尾佳弘建築研究所の堀尾佳弘氏ならびに浅井
奈緒美氏，そのほかの方々から特段の御高配を頂戴し
た。心より謝意を表する。さらに掛け時計の鑑定に際し
ては中部産業遺産研究会の永井唐九郎氏の指導を得た。
なお本研究は北翔大学北方圏学術情報センターから研究
費を認められた結果，進めることができた。末尾ながら
この紙面を借りて感謝申しあげる次第である。
また本研究を進めるに際して参考とした先行研究は次
のとおりである。
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